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受賞者の声

この度私は、2023年度の日本化
学会東海支部長賞を受賞しました。
日本化学会東海支部長賞は、人物

及び学業成績が優秀な化学系の大学・
大学院・工業高等専門学校の卒業生・
修了生に日本化学会東海支部から授
与される賞です。
分子研に入学してから私は、こ

れまでに合成例のない新しいトポロ
ジーを有する有機共有結合体(COF)
の合成の研究に取り組んでいます。
修士課程では、精密に3次元構造を
設計した複数の有機分子を組み合わ

せることで、目的のトポロジーを有
するCOFを合成できるのではと考
え、その原料となる分子の設計と合
成を行いました。本研究では、まず
量子化学計算を駆使し、目的とする
トポロジーを有するCOFの合成に適
したひずみを持つ3回対称分子を設
計するとともに、実際に合成を行い
ました。また、分光測定やX線構造
解析から合成した分子が目的とする
COFの原料に適した構造的・電子的
性質を有することを明らかにしまし
た。現在は、合成したこれらの分子

を重合させて目的とするCOFの構築
に取り組んでいます。
今回の受賞に際して、多くのご支

援とご鞭撻を賜りました、瀬川泰知
准教授と杉山晴紀博士(CROSS)をは
じめとする瀬川グループの皆様に深
く感謝致します。今後とも本受賞を
励みに、より一層よい研究ができる
よう精進致します。
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岡崎3機関学生交流会を振り返って

2024年4月26日、岡崎コンファ
レンスセンターにて「第一回岡崎3
機関学生交流会」が開催されました。
この会は、岡崎3機関(分子研、生
理研、基生研)に所属する総研大生・
インターンシップ生の交流を深める
ためのイベント(懇親会+ポスター
発表)です。運営スタッフと参加し
てくださった皆様のおかげで、学生・
教員・職員合わせて約70人が集ま
る盛会となりました。また約20名
の学生が研究紹介を行いました。基
生研・阿形所長いわく、岡崎３機関

の皆様が一同に集まるイベントは初
めてのことだそうです。
この会は、生理研の田熊君との雑

談をきっかけとしてスタートしまし
た。70人が集まる素敵な会にでき
たのは、運営スタッフの田熊君と鳴
川さん(生理研)の人望に加えて、永
園さん(分子研)、太刀川さん（分子
研）、本多さん(生理研)の3人によ
る強力なサポートのおかげです。ま
た、沢山の教員の方から予算の支援
やお酒の差し入れを頂き、大変助か
りました。この場を借りて改めて御

礼申し上げます。
今後もこのような3機関の学生が

交流するイベントを企画する予定で
す。教員・学生・職員に限らず、奮っ
てご参加ください。教員の方には、
差し入れや予算の支援などを通して
応援していただけると幸いです。学
生の方は運営に協力していただける
とても助かります。分子研、岡崎3
機関の一員として、もっと岡崎3機
関を盛り上げたいと思っています、
今後ともご支援どうぞよろしくお願
いします。




